
第 3章 数列（17） 

2 項間の漸化式の解法重要 

 

 

この漸化式は、 

p＝1のときは、𝒂𝒏+𝟏＝𝒂𝒏＋q となり、これは、公差ｑの等差数列 

q＝0のときは、𝒂𝒏+𝟏＝𝒑𝒂𝒏となり、これは、公比ｐの等比数列 

となるので、p≠1、q≠0の場合について考える。 

例えば、 

𝑎1＝2 ････････････････① 

𝑎𝑛+1＝2𝑎𝑛＋1 ････････････････② 

は、次のようにして必ず解ける。 

 手順 式変形、解答 

0 漸化式② 𝑎𝑛+1＝2𝑎𝑛＋1    ････････････② 

1 ②において、𝑎𝑛+1、𝑎𝑛もαとおく α＝2α＋1 ････････････③ 

2 ②－③を計算 𝑎𝑛+1－α＝2（𝑎𝑛 −α） 

3 𝒄𝒏＝𝒂𝒏－αとおくと、 𝑐𝑛+1 =2𝑐𝑛 

4 
数列｛𝑐𝑛｝は、等比数列 

初項＝𝑐1、公比＝2 
 

5 ③より、αを求め、𝑐1を求める。 
α＝－1 

 𝑐1＝𝒂𝟏－α＝2－(－1)＝3 

6 𝑐𝑛を求める 𝑐𝑛＝3∙ 2𝑛−1 

7 𝑎𝑛を求める 𝑎𝑛=α＋𝑐𝑛 = −1 + 3 ∙ 2𝑛−1 

  

（Ⅲ） 𝒂𝟏＝a ，𝒂𝒏+𝟏＝𝒑𝒂𝒏＋q （ただし、p、qは定数） 



＜例 30＞次式で定められる数列｛an｝の一般項を求めよ。 

（1）  𝑎1＝1     ･････････① 

 𝑎𝑛+1＝3𝑎𝑛－1    ･････････② 

②より、 α＝3α－1  ・・・・・・・・・③ とおく。 

②－③より、𝑎𝑛+1 − 𝛼 = 3(𝑎𝑛 − 𝛼) 

𝒄𝒏＝𝒂𝒏－αとおくと、𝑐𝑛+1 = 3𝑐𝑛 ∴ 𝑐𝑛＝𝑐1 ∙ 3𝑛−1 

ここで、③より、α =
1

2
 

従って、𝑐1 = 𝑎1 − 𝛼 = 1 −
1

2
=

1

2
 

∴ 𝑐𝑛 =
1

2
∙ 3𝑛−1 

よって、𝑎𝑛 = 𝛼 + 𝑐𝑛 =
1

2
+

1

2
∙ 3𝑛−1 

（2）  𝑎1＝1     ････････････････① 

4𝑎𝑛+1 = 2𝑎𝑛 + 1 (𝑛 = 1,2,3, ⋯ ) ・・・・・・・・・② 

②の両辺を４で割って、𝑎𝑛+1 =
1

2
𝑎𝑛 +

1

4
    ⋯②′ 

α＝
1

2
𝛼 +

1

4
  ・・・・・・・・③ として、 

②’－③より、𝑎𝑛+1 − 𝛼 =
1

2
(𝑎𝑛 − 𝛼) 

𝒄𝒏＝𝒂𝒏－𝛂とおくと、𝑐𝑛+1 =
1

2
𝑐𝑛   ∴  𝑐𝑛＝𝑐1 ∙ (

1

2
)

𝑛−1

 

ここで、③より、α =
1

2
  、従って、𝑐1 = 𝑎1 − 𝛼 = 1 −

1

2
=

1

2
 

∴ 𝑐𝑛 =
1

2
∙ (

1

2
)

𝑛−1

= (
1

2
)

𝑛

 

よって、𝑎𝑛 = 𝛼 + 𝑐𝑛 =
1

2
+ (

1

2
)

𝑛

 


